
あらまきり
一
つ Vol.9

〉平成29年 2月定例会における代表質問

1.文化行政の今後の展開と経済の活性化について
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自由民主党府議会議員団の荒巻隆三です。通告に,′合い数点に亘り

質問を致した tヽ と存じ上げます.

先程より又化呼|こつ、ヽての質問が出て署りますが、倉1生な青「が私

の地元の東山に先行開設されるとあって、これを絶好の機会として

本府にも新たな文化行政への試みをと、この移転が、単なる霞ケ関

の切り崩しの省庁移転になってしまわないよう、京都ならではの文

化の在り方を我々自身が再認識し、その魅力を高め発信していく形

で地方創生を先導していかなくてはならないと思って居ります。京

都に在るものは全て、例えば京料理にしても、日本酒にしても世界

に通用することはもはや現実のものとして周知の通 りで在ります

し、西陣や花街など長く生活文化に密着した習わしやしきたりが育

んできた世界が憧れてやまない魅力を放つ歴史も在ります。だから

こそ京都はもっと自信を持って世界中から関心を集める我らの京文

化の発信に取り組むべきだと私は思うわけでございます。先程も我

が会派の田中議員からも質問がございましたように、今一度、文化

庁移転を契機に東京一極集中是正と京都から文化行政をリー ドして

いく意義について考える時期に来ていると思っております。

さて、いよいよ次期オリンピック・パラリンピックに向けた動き

も各地で活発化して参 りました。さかのぼること1964年 10月 10

日、前日の雨がなかったかのような快晴のもと、第一回の東京オリ

ンピックの開会式が行われたとのこと。私は、まだ生まれていませ

京都府議会
報告

んでしたのでテレビでの映像でしかわかりませんでしたが、前回の

東京オリンピックから52年が過ぎ、3年後の2020年 には再び東京で

開催されるオリンピックを、心待ちにしておりますこ

会場問題等東京ではいろいろと課題解決 lこ● 1ナ て取リモんでおら

れますが、3年後日本国内に1ま 多くの外匡人の方もお題しになり、

国を挙げてのスポーツの祭典が開催されます。昨年、訪日外国人の

数は2400万人を超え過去最高となっておりますが、 1964年 日本を

言iれた

'ヽ

匡人の数 |ま約36万人であり、当時の66倍を超える
'ト

コの

方が日本にお越しになられていることになります[急速に夕ヽ国人観

光客が増えだしたのは平成24年2012年からであり、2020東京オリ

ンピック開催が決定した2013年には 1,000万人を超え、その2年後

には外国へ出向く日本人より、日本にお越しになる外国人の方が多

くなり、3年後には2倍を超える方々がお越しになるという、まさに

激増という言葉がふさわしい状況にあります。

2400万人の方のうち中国、韓国、台湾、香港といった漢字文化

圏と言いますか、アジアの中でも日本に近い国々からお越しになる

方々が75%近 くに上るということであり、特に台湾、香港からは何

回も日本に来られるというリピーターの方も多くおられるとのこと

であります。

京都にも多くの方がお越しになられており、国内旅行者を含める

と8000万人を超える方がこの数年来お越しになられていますし、

最新の数値である平成27年には、観光消費額も1兆円を超えたとの

ことであります。台湾、香港からリピーターとして日本に来られる

ように、国内各地から京都に何度も足を運ばれる方が多いともお聞

きしております。

いうまでもなく京都は文化と伝統の宝庫であり、その魅力を味わ

平素は大変なご指導を賜り感謝を致して居ります。

3月 22日 に京都府議会2月定例会が閉会を致し、平成29年度京都府一般会計予算の規模は9,153憶 7000万 円となりま
した。予算編成の基

本方針として、平成29年度の当初予算は、今まで築き上げてきた基盤の上に府民一人一人が御互
いに支え合う中で希望が実現出来る「共

生社会」を築く為に16の重点事業を実施する事となりました。

①きょうとこどもの城づくり事業 ②脱ひきこもり支援事業③障害者共生推進事業 ④女性活躍障壁打破事業 ⑤高齢者安心社会実現事

業 ⑥あんじん医療強化事業 ⑦就労・奨学金返済一体型支援事業 ③中小企業共同型ものづくり支援事業 ⑨伝統産業復活事業 ⑩京都

観光適正化推進事業 ⑪京の食ビジネス改革事業⑫スマート温暖化対策事業 ⑬文化財保護緊急強化事業 ⑭「お茶の京都」事業⑮京都移

住促進プロジェクト事業 ⑩共生社会実現基盤整備事業。の重点事業に加えて平成26年度に改定した「明日の京都」の完成に向け施策を

着実に実行する為の予算が編成される事となりました。我々府議会としてもきめ細やかに府民活力
の向上に資する府政が運営されるよう予

算の執行を精査に点検していくよう努めて参ります。

=式 2s三 貢_1｀三三二:こ ぅた ,、 この一生雪、社 tヽ大会議婦 |こで)=べ ましたことを表告させて頂きま
す
=三見在、予

菫■ :」委員会冨l委員長、

妻会達三委員会委員、妻〒ニモヨ=任委員会委員、暮らしの安心
・安全苅策持
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委員会冨l委員長、議会改革検討小委員会委員を務めて居り

ますが、委員会等の活動はホームベージにても閲覧できるようになって居りますので、御覧頂ければ幸いに存じま
す。

京都府議会議員 荒 巻 隆 三

平成29年2月定例会における代表質問 (H29220)
①文化行政と経済活性化②観光消費を地域商業に③北部地域の人材

確保④医療格差解消⑤ひきこもり対策⑥府民安心体制について問う

=①文化行政
の今後の展開と経済の活性化について。世界に通用する京都ならではの文化を発信していく形で地方

創生を先導する責務が在る。京都の未来を担う産業の中核施設として (仮)京都経済センターを整備し現代も

のづくり産業と伝統産業が交わる形で振興する。
‐②観光客の消費を取り込んだ地域商業の活性化について。消費額、宿泊客数が過去最高となる中で新たな賑わい

や活性化につなげる。
―‐③北部地域をはじめとする人材の確保、育成について。大学卒業後に北部地域に就職し地域産業を支える若者を

増やし府域の活カヘ。

・́④府北部における医療の地域間格差について。北部にも先端医療を。
・‐⑤ひきこもり対策について。個人的社会的損失事態に取り組みを。

・‐⑥府民安心の再構築について。特遊興への懸念や民泊問題への対処を。

■
■
■
■
轟
饉
饉
爾
爾

-1-

RYUZOI ARAMAKl

一一質問 あらま

■■■



うために多くの方がお越しになられていると思いますが、ステレオ

タイプのような有名社寺だけでなく、より深い京都を味わうために

更に重ねて京都にお越しになるのではと思うところであります。東

山や嵐山は、まさに雑踏といってもいいくらい人に溢れかえってい

る感じがしますが、そうしたところだけではなく京都府下一円にお

いて、静かであったり、より歴史を感じたり、文化や伝統を感じ

る、体感する、体験することを求めにいらっしゃる方も掘り起こし

て行くべきではと感じております。

また、 1000年を超える都の地であったことからでしょうか、西

陣呼称550年、大政奉還 150年 といったように今年も多くの歴史的

な節目を迎えます。そうしたことをより多くの方に発信し、これま

でとは違う京都の魅力、文化と伝統をより知ってもらうことも必要

ではないかと思うところであります。

おりしも2020東京オリンピックを間近に控え、京都府でも京都

から文化・芸術を世界に発信するとともに、国内外の人々と交流・

協働し、新たな創造の潮流を起こしていきたいと考えられ、京都文

化カプロジェクトに取り組んでおられます。

オリンピック憲章では、オリンピズムとはスポーツを文化、教育

と融合させ、生き方の創造を探求するものと規定して、少なくとも

オリンピック村の開村から開村まで')空門、文化
′́́゛〕1~‐
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ラムを催すものとされています。ロンドン大会 (2012年 )の例で
は、約 18万件の文化プログラムが実施されたとのことであり、国

では、内閣官房東京オリンピック競技大会 。東京パラリンピック競

技大会推進本部が、2020年以降を見据え、日本の強みである地域

性豊かで多様性に富んだ文化を活かし、成熟社会にふさわしい次世

代に誇れる遺産で在るレガシーの創出に資する文化プログラムをこ

の 1月 31日から「beyond2020(ビ ヨンドニーゼロニーゼロ)プログ

ラム」として認証し、ロゴマークの付与をスター トしたところであ

ります。また、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委

員会においても、地域の取り組みを「東京2020参画プログラム」

として認証し、大会に向けた盛り上がり。レガシー創出に向けた

オール・ジャパンでの取り組みを進めておられます。

京都府でも、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大

会等を契機とした、京都を舞台に行われる文化と芸術の祭典として

「京都文化カプロジェクト」に取り組むこととされております。 1

月には大学生を対象に「日常生活から見つけた京都文化の発信・体

験プラン」コンテス トを実施され、地域の魅力の発掘 。発信への取

り組みをされたところでありますが、地域の魅力を文化を生かして

高めることがより京都の魅力を高めることにつながるものと思って

おります。

ここで、伝統文化を生かした地域の魅力づくりについてお聞きし

ます。京都は南北に長く各地に地域ゆかりのお祭りや伝統芸能が数

多くありますが、それら文化資産をどのように埋げづ くいに生tヽ
l_

ていこうとお考えなのか。京都文化カプロジェクトにどのように組

み込んでいこうとお考えなのかお聞かせいただきたいと思います。

文化に関しましては、先のお二人の方からも文化庁関連の質問が

されていますが、文化庁の先行移転を契機に、こうした地域の魅

力、京都の各地域の伝統、文化の魅力を全国に広げていくことが必

要と考えますが、どのようなことに取り組んでいこうとお考えなの

かお間かせいただきたいと思います。

また、これまでの守るためだけの文化から、より多くの方にきち

んと理解してもらい、地域だけでなく多くの方々から見守られる文

化へと転換していくことが必要と思いますが、そのためにはこれま

での文化行政の考え方を変えていくことが必要であると思います。

また、府民一人一人も文化に対する意識を変えていくことが必要で

あると思います。これからの文化行政とは、どうあるべきとお考え

かお聞かせください。

観光資源としてのみ文化をとらえられてしまうことが繊細性の観

点から最近は議論になることも多いですが、例えば宿坊に泊り、座

禅を経験し、食事をいただく。こうしたことは文化的な体験をして

いることと同時に、非日常を体験する観光としての側面は否定でき

ないと思います。文化への畏怖を損なうことなく、こうした体験や

体感をしていただく機会を多 くすることが観光客の消費を取 り込

み、京都経済の一つの刺激になるのではないかと思います。また、

京都文化ベンチャー・コンペティションとして文化を生かした製品

開発にも取り組んでおられますが、文化というものが京都経済活性

化の促進に重要ではないかと思っております。文化を生かした経済

活性化への取り組みについて、今後どのようにお考えなのかお聞か

せください。

京都、東山には、京焼 。清水焼の産地がございます。言わずと知

れた陶磁器の産地であり、伝統産業の集積の地であります。西陣、

室町、そして丹後と言った染め、織の有名な集積の地も京都は有し

ております。各宗派の本山近くには、仏具関係の集積があります。

そのほかにも、多くの伝統産業が京都市内だけでなく、府内にも有

しております。一方で、南区の久世地域、山城地域や丹後地域を中

心に機械金属をはじめとする多くのものづくり産地を有しておりま

す。京都は伝統産業の宝庫であるとともに、現代のものづくり産業

の宝庫でもあり、あらゆる面でのものづくり産業の集積地であると

考える次第であります。しかしながら一昔前、これまでの行政施策

は伝統産業とものづくり産業とを、典型的な縦割りでの考え方によ

り施策展開が行われてきたと思います。生活様式が大きく変わるな

か、これまでの伝統産品がなかなか利用されなくなってきている事
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で、そこで培われてきた技術力を他のものづくり産業と融合するこ

とで、これまでと違った展開が開けてくるのではと思うところであ

ります。

そうした中で、私が期待をいたしますのは2年後に完成が予定さ

れています京都経済センターです。中小企業を支援する京都商工会

議所、機械金属を中心としたものづくり企業の集まりである京都工

業会、伝統産業の雄である京都織物商卸業組合、そして京都府の中

小企業支援の拠点である京都府中小企業センターが力を合わせ一つ

の拠点を構築されるわけであります。伝統は、イノベーションがな

ければ、ただの伝承に過ぎなくなってしまいます。今回計画されて

いる京都経済センターは、交流のための拠点でもあり、その中で異

業種、伝統産業と現代ものづくり産業が交わることで、真の伝統産

業として展開していく事が必要と考えますが、京都経済センターを

伝統産業の振興という観点で、どのように活用していこうとお考え

かお聞きします。

次に、京都経済センターの区分所有について伺います。京都経済

センターは、京都経済 100年の計として新しい産業拠点を整備する

ものであります。京都府、京都市、京都商工会議所等の 6者で協議

を重ねてこられる中で京都府は、これまで府が中小企業行政の拠点

として所有してこられた、中小企業会館の老朽化を踏まえ、経済セ

ンターに統合することとされました。このことは府議会においても
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経済センターに移転させるということは、誰も異存はないことだと

思います。

しかしながら、建設コストをできるだけ抑えるため、関係者が協

議され、民間活力を最大限に導入する手法を取られたこともあり、

その中で、京都府中小企業センターが代表となって契約を締結して

いただいたものと理解しております。こうした中小企業センターの

役割を踏まえれば、今後の区分所有に対する費用負担は、京都府が

基本的には責任を負っていくことになりますが、府内の中小企業の

成長 。発展につながる拠点として今後整備し、安定的に運営してい

くことに加え、京都の未来を担う産業の中核施設として充実 。強化

を図っていくためには、毎年の補助のような不安定なものではな

く、京都府ができるだけ早い時期に所有する方が、税負担の問題も

含め、合理的かつ効果的と考えますが、如何でしょうか。

CGGCCqCGqCGGCGC(||:::I五 11:I:正三菫II:|)
荒巻議員の御質問にお答えいたします。

まず、文化行政の今後の展開についてでありますけれども、

O伝統文化を生かした地域の魅力づくり、京都文化カプロジェクト

との関連、全国への展開

これから東京オリンピック・パラリンピックを踏まえて、まさ
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に、地域の文化というものをどれだけアピールしていくのか、大変

な重要な課題でありますし、もともと文化庁を京都に移転させてい

くという一つの目標は、地域と様々な文化というものを大切にし

て、東京の画一的な文化ではなくて、日本全体の文化を活発にして

いこうじゃないか、という文化地域創生の役割を担うという点も

あった訳でありまして、こうした点から、これから地域の生活文化

として引き継がれてきている祭りや伝統芸能というものを、我々は

クローズアップしていく必要があるのではないかなというふうに

思っております。

特に観光客も2,500万人を超える、あつと言う間に 3倍の時代に

なりまして、かつての「爆買い」と言われてきた消費行動から、次

第に、御指摘がありましたように「体験型」に移り、それも地域や

日本の文化と親しみたいという形のものが増えてまいりました:そ

うした点を踏まえて、私たちも、三 |こ禁
・「■`地域‐D皆 きたニマン

ニ
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な視点からその良きと
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伝続云育こというものを紹介をしていく、もちろん京都市内には有名
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年度は「全国高校生伝統芸能優秀校選抜公演 (仮称)」

文化庁と共催をしていくことによって底上げを図ってい

うに思っております。

その Lで 、こうした事業を単に守ってい くだけではなくて、来年

責支
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ン :■言1致 した I｀ とし` うふうに思ってお りますけれ ど
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その点で、文化を活かした経済活性化への取組でありますけれど

も、京都では、先程申しましたように、伝統産業から先端産業、映

像 。アニメなどのコンテンツ産業が栄えているところでありまし

て、それだけではなくて、「源氏物語千年紀」を京都府が行いまし

たけれども、経済波及効果は 1,087億円と言われております。ま

た、「琳派400年記念祭」もこれは本当にイベントだけでも数え切

れないぐらい行われましたし、関連商品の開発も非常に盛んに行わ

れまして、経済効果も大変高いものがございました。

このほかに、京都 。文化ベンチャーコンペティションでは、昨年

の受賞者が、京都の色にこだわつた食器や扇子などの販売を行う京

野菜カフェをオープンしたり、過去の受賞者 12名が東京のKITTE

(キ ッテ)ビルで開催された知恵産業フェアにも出展していく、)三

去の受賞者つ作品のフランス≡t夕 =グも
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を図るための「京都
。和食の祭典」ですとか、伝統産業や伝統技能
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しかし、地方創生の時代に保護にとどまることなく

の時代に活用し、新しい文化創造へと発想転換 して

が、今回の文化庁移転の大きな1曼ヨ__1-■ ■ _≡
´
「■■

~ま ■~:

京都自身、これは日本文化のふる百三二■言 ' 舌「二て=.ま
す

けれども、明治 41年に初めて本格的な≡玉■三
´
丁ぎて[景「 そご

れました。そして、昭和に入っては任天堂がケー_て 1■■た .こ言

り上げました。そして、平成に入っても今もまた多くこ素≡=_
アニメが京都から世に出されているところでありまして、F≡ _こ ≡

代にも新しい文化を生み続けているのが、私は京都であるゴ‐うふ

うに思っております。

まさに、文化庁の京都移転は、地方の文化を活性化させるととも

に、京都のこういう文化を創り出していく力を、文化庁と一緒にな

ることによって、さらに倍加させていくということが私は人事じゃ

ないかなというふう|こ思っておりまして、京都移転を機に、新文化

庁への生まれ変わりとそのもとでの新しい文化行政が進展するよう

に全力を尽くしていきたいというふうに思っております。

0文化を活かした経済活性化への取組について

う機能を果たせるようにこれからも取り組みを進めていけたらとい

うふうに考えております c

今申し上げましたように、経済センターは、中小企業が交流し、

発展していくための京都の拠点であります。したがつて、経済セン

ターの整備に当たりましては、私どもも加わった建設委員会で具体

的な検討を積み重ね、中小企業センターの機能をここに移転をする

んだということを、私も議会において表明させていただきました。

この中で、中小企業会館は府の施設でありますから、当然府が主

体となるものであることを申し上げてきたわけであります。今回の

経済センターの整備は、賑わいづくりの施設でもありますし、複数

の主体が同居するだけに、より柔軟に建築を対応できるようにする

ために、民間の活力を最大限に引き込めるようにしていきたいとい

うことで、ご指摘がありましたように、中小企業会館の管理運営を

行っておりまして、ノウハウのある中小企業センターが契約者に

なっているものであります。

経済センターは、中小企業会館に代わる府内中小企業の拠点とし

■1_■ ■ ‐ ・ :・ 1=i=´」
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て整備するものでありますので、新たに入居を希望する団体も含

め、中小企業の団体などの公的な位置付けを踏まえれば、できる限

り入居しやすい家賃を設定し、それが長期にわたり安定的に拠点と

して運営できるようにしていくべきだ、というのは、まさに私はご

指摘のとおりだと思っております。

もちろん実質的な負担を京都府が補助金として負っていく形もあ

る訳でありますけれども、これは便宜的なものでありまして、議員

ご指摘のとおり、事業を進めて行く中で、京都府が最終的に建物を

所有することが筋だというふうに私は考えるところであります。

ただ、いつどのように府が所有するかにつきましては、経済セン

ターの運営管理のあり方も含めて、中小企業センターと協議してい

く必要があるだけに、府議会ともよくご相談をしながら検討して参

りたいと考えているところであります。

DDDDDDDDDDDD
平成27年には観光入込客数、観光消費額、外国人宿泊客数のい

ずれも過去最高となる中で、観光客の増加を新たな賑わいや消費を

げていくことが重要であると思います。

そうした中で、京都府では、商店街創生センターにおいて、重点

的に支援を行う「創生商店街」を 7カ所選定され、まちづくりにノ

ウハウを有する企業や地域振興に取り組む若手の専門家などが商店

街と一緒に活性化策を考え、外部の視点を取り入れて、商店街の特

性・課題に応じた活性化モデルの創出を進めているところで在りま

す。

平成26年度から先行して「商店街リノベーション応援事業」と

して取り組まれている、東山区の古川町商店街では、空き店舗を活

用したコミュニティ拠点として「古川趣蔵」 (ふるかわしゅぞう)

を整備し、職員が常駐して商店店主らとの信頼関係を築く中で、民

間ノウハウを活かして「フー ドコー トまつり」や「春祭り」「秋の

収穫祭」など週末に定期的に大型集客イベントを開催し、これまで

閑散としていた商店街に多くの来客者が訪れ、賑わいを取り戻すと

ともに、店主の意欲向上にもつながっていると御聞きを致して居り

ます。

また、商店街を中心に、周辺も含めた自川エリア全体で面として

の空き店舗対策を進めたことにより、地ビールのバルや肉専門店の

ハンバークステーキ屋、京料理の老舗による新業態のレストランな

ど個性的な店舗が増加し、以前は、シャッター商店街の印象であり

ましたが、最近は世界最大の旅行サイ トであるトリップア ドバイ

ザーや外国人観光客向けの情報誌にも多く取り上げられ、夜問や日

ピ電=1≡ ‐' ~~ ~:■
―~= ~~ :_  :■   ~ ~~_ ■ _

′■るこころで在りますЭ

同じく、平成 26年度から重点支援を行っている、京丹後市の峰
山御旅商店会では、空き店舗を活用したコミュニティ拠点「MOP
PEN SPACE」 において、買い物に困る高齢者の声を反映し

た日用品販売のミニマルシェや、子育て世代の交流の場となる「マ

マベビーの日」など、地域ニーズに合わせたきめ細かな交流事業を

展開して居られます。

平成27年度末から新たに支援を始められた、 5つの創生商店街
でも事業が進捗してきており、笠置駅前通商店街では、商店街を核

に交流人口を拡大し、人口減少や高齢化が著しい町全体の活性化を

図るため、「笠置まちづくり会社」を設立され、笠置駅合を活用し

て集客力のある店舗を開設し、自然や歴史を目的に訪れる観光客

を、商店街やまち中に誘導するための取 り組みを進めて居られま

す。

右京区の龍安寺参道商店街では、空き店舗を活用して、今月 13

日に、観光案内やレンタサイクル、カフェ等の機能を持つ、拠点

「たつどう (TATSU・ DO)」 を開設され、ここを核に、龍安寺、

仁和寺、金閣寺といった世界文化遺産や立命館大学等に囲まれた地

の利を活かして、国内外の観光客や学生で賑わう観光商店街を目指

されて居られます。

亀岡市のH商店街では、「京都スタジアム (仮称)」 の開設を見

据え、商店街内にある必勝祈願の神社「まけきらい稲荷」等の資源

を活かした、商店街ゼミ「負けきらいゼミ」を開催し、新規顧客を

開拓するとともに、地域内外の人達で亀岡の商店街を盛り上げるた

めの交流会などを開催されております。

福知山駅正面通 (し ょうめんどおり)商店街では、空き店舗が約
3割まで増加していることから、まちづくり会社「福知山フロント

株式会社」を設立し、駅前という立地条件を活かして、国内外の観

光客など新規顧客を獲得できる店舗誘致を進められており、今年度

中に2店舗が新規出店する予定と聞いて居ります。

東舞鶴中心部の 4商店街で構成する東舞鶴商店街連盟では、ゲー

ムやアニメ等でも人気のある海軍のコンテンツを活かして、「艦隊

これくしょん」との連携イベントや「海軍御用達お土産館」のWe
bシ ョップ開設などの取り組みを進めておられ、今月13日 には、

商店街を核に地域全体を盛り上げていくためのフォーラムも開催さ

れたところで在ります。

このように、創生商店街では、それぞれの商店街の特性に応じた

形で、増加する国内外の観光客を商店街やまち中へ誘客し、交流人

口や消費を拡大するための事業が活発に行われており、こうした取
. 
・ ir  三二「: ~千 二 _ j■ 二 11三 ~‐ 111~■ 1-::_~1三
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f
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古川町商店街や峰山御旅商店会における「商店街リノベーション

応援事業」は今年度で終了するとのことですが、こうした商店街を

核とした新たなまちづくりや地域商業活性化の成果をしっかりと検

証し、次の展開へ繋げていくことが重要だと考えますが、今後の展

開はどうか御伺いを致します。

CaCCttCCCGCCaCCG(I萱至I:麗正三農轟:)|

質問 あらまき

地域商業の活性化についてでありますけれども、平成26年度に

スター トした「商店街リノベーション応援事業」は、資金や人材不

足で自ら活性化事業に取り組むことが困難な商店街について、まち

づくりのノウハウや幅広い人脈などを持つ外部人材を活用し、思い

切った商店街の再生を京都府がかなり指導して行おうということで

ございまして、商店街創生センターを設立したところでございま

す。

古川町商店街は、知恩院の門前に位置し、地下鉄駅からも直結の

好立地にありながら、シャッター商店街化しまして、マンション化

が進み、最盛時には60余 りあった店舗が半数以下に減少し、本当

に厳しい状況にございました。

こうした中で、支援企業を選定し、活性化事業が行われたことに

よりまして、スタッフが常駐することで商店主らとの信頼関係が構

築され、空庄肇
「書聟 tや キヽリイ■ま=■ ヒで、マンション化などの

した。

また、イベントの開催などによる多数の集客によって、成功体験

がかなり皆様の意識の中にも浸透し、夜間や休日に開店する店舗も

かなり増えてまいりました。

そして、清掃活動や祭りなどへの参加、イベント時の声かけなどに

より、近隣との交流も拡大して、商店街を中心として様々な地域活

動に取り組む「白川まちづくり協議会」が発足し、にぎわいも戻り

つつあります。

また、峰山の御旅商店会におきましては、地域のまちおこし団体

が地域住民の交流拠点を作って、そこでセミナーやコーラス会、映

画 L映会などを実施し、延べ約2,400人が参加いたしました。

こうした交流事業を継続的に開催することで、今までの商店街に

はない、いわばコミュニティの核となる地域であるという、新しい

地域としての役割というものができ、運営人材の発掘や意欲ある地

域人材のネットワークができあがりまして、その中で、人の交流が

活発化をしております。

それぞれ置かれている環境によりまして状況は違いますけれど

も、古川の商店街というのは、商店街を核として地域再生を図る仕

組み作りになっていくと思いますし、峰山の御旅商店会は地域の人

のネットワークを上手く地域商業の活性化に結びつけていく、とい

-4-

2.観光客の消費を取り込んだ地域商業の活性化について



う形でもっていけるのではないかと思っております。

従いまして、今後、先ほど申し上げました事業は終了しますけれ

ども、新しい発展型としまして、占川町商店街のような都市型商店

街においては、 CMO(コ ミュニティ・マネジメント・オーガニ
ゼーション)に よって「まちづくり会社」をさらに発展させていこ

う、それを支援させていこうという新しい事業を構築したいと思っ

ております。

また、峰山の御旅商店会は「ネットワーク型商店群形成支援事

業」という形で、よリネットワークを形成して人々が結びつきあっ

ていくという形の中で、地域の過疎高齢化にも対応できるような新

しい拠点づくりという事業にしていきたいというふうに考えており

まして、今後とも、再生支援のモデルを作りながら、それに応じた

商店街の意欲を引き出すための施策を講じていきたいと考えている

ところで二 t.ま す

3・北部地域をはじめとする人材の確保、育成について

が、北部に若者を呼び込む観点から、この制度をどのように活用さ

れるのか、お聞きします。

労働者不足は、日本全体の問題であります。一方で、元気な高齢

者がたくさんおられます。国も、高齢者の定義を見直そうという動

きがあります。企業、組織としての新陳代謝も必要なことですか

ら、定年制度も必要だと思います。日本の年齢構成が大きく変化

し、健康面での充実がある中で、働く意欲のある高齢者の雇用促進

について、取り組みを強化されることを要望しておきます。

CC咽 (1囃 CG⊂GGCGttCG 〔答弁 矢口 事
北部地域の人材確保と育成でありますけれども、北部地域の場合

には、企業誘致を行っているときにいつも必ず人材確保の問題が出

てきます。それだけに、私どもは何としても優秀な人材が北部企業

1こ量
`う

ていただけるよう、ローカルインターン事業に取り組んでい
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識を受けて、視察から帰ってまいりました。

昨今の就職に向けた学生達の動向は、早くから目標とする産業、

企業でのインターンシップを行い、就業に向けた準備をしているよ

うですが、企業側もインターンシップを通じて、自社にあう学生を

発掘する、青田買いのような状況にあるように感じております。

多くの学生は、大企業志向からか都市部でのインターンシップを

当然のことと考えているのでしようが、特にものづくりの仕事を望

むのであれば、福知山や綾部でのインターンシップも学生がスキル

を身につけ力を充分に発揮していく上で効果的なのではないでしょ

うか。

しかしながら、今回の視察において持に感じたのは、企業側つ薦
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的な企業もあるということも事実であ ります。
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ていきたいと思います。

それから、北部に住むための支援でありますけれども

者アンケー トをとりますと、一番移住者が望んでい
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移住が進む。そして移住を進めるために、空き家の改修補助や宿
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ターンシップに理解は示すものの、―一部の現場では学生という素人

が工場にいることで歩留まりが高く非効率になることから、高校生

や大学生といった学生インターンシップの受入に消極的だったこと

_であります。

府北部地域での労働力が不足していることは大変深刻で在 りま

す。一方で都市部では多くのインターンシップの受入環境が整って

います。そうした地域間格差の中で、このような意識で本当に北部

の労働力不足に向けた取 り組みができるのでしょうか。まず、この

点について、北部地域での学生インターンシップヘの取り組みと企

画する側の行政、受入れる側の企業における課題について忌憚なく

現状をお聞きしたいとおもいます。その上で、府北部地域での学生

の労働力を確保するために、どのように取り組んでおられるのかお

聞きします。

さらに、よく言われるのが、北部地域での若者が働くための魅力

をどう作っていくのかということであります。働く、住まう、地域

で楽しむ。これらがバランスよくなければ、いくら働く場所があり

ますと言っても、人は集まらないと思います。今、働く場所がある

わけですから、次に住まうための取り組みに支援が必要と思います

が、どのような取り組みを考えておられるのかお聞きします。

また、多くの学生は、奨学金の支援を受け学生生活を過ごし、社

会人になってからその償還を始めるわけですが、その経済的負担が

その後の人生の重荷になっているとの話もよく聞きます。平成29年

度当初予算案には、中小企業者と府が協力して奨学金返済を支援す

る「就労・奨学金返済一体型支援事業」が盛 り込まれております
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1与 T、を置きか |ナ、少しても■く|三 三でき

るよう取り組みますビ三もに、制度導入企業を中心とした直接会な

どの開催により、北部地域にも若者が呼び込めるようにしていきた

いと思っております。

質問 あらまき隆三

リエアックや PET― CT(ペ ットシーテイー)を北部医療セン
ターに設置する予算が平成29年度当初予算案に盛り込まれたが、府

北部地域にも住民の皆様が心待ちにしておられた質の高いがん治療

が受けられるようになるとのことであり、早期に実現させていくこ

DDDDDDDDDDDD
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4。府北部における医療の地域間格差について
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とは大変に歓迎される事で在り、北部医療センターを気に掛けてい

る者の1人として、大いに期待を寄せるとともに、評価するもので

あります。

これに並行して、地域医療の充実ということが欠かすことのでき

ないテーマだと思っております。府域どこに住んでいても、等しく

医療を受けることができる。今回のがん対策は、まさにその例では

ありますが、やはり救急医療体制のなおいっそうの構築が必要であ

ると考えており、常々質問をさせていただいている次第でありま

す。その中でも、外科医の整備、特に心臓外科医を、与謝の海病院

が附属病院化する前に府立医科大学本部から舞鶴共済病院に送った

医師を一旦、北部医療センターに人員体制整備をしなおした上で医

療連携をする。すなわち、まずは北部医療センターに救急医療体制

がメインとしてしっかりと在り、教授陣が患者とも向き合い次代を

担う生徒にも教育を行い地域医療人材を育てていくのが医大として

北部医療センターを誕生させた趣旨と役割で在ると思いますが、前

回の私の質問に対し、「地域の医療機関との連携を進めることで対

応していきたい」とのことであったが、その後の進捗等について、

状況をお伺いしたい。

また、救急医療術後の看護師の配備や ICU等、ハー ド・ソフト

'3

qqC(qCCC(CCCGC(ド ll:I互至:|III面二:|:重::|::1)
府北部地域の緊急医療体制についてでありますけれども、心臓血

管外科につきましては、北部医療センターの附属病院化を機に医師

を 1名増員して 2名体制に強化し、救急診療での心臓疾患の患者数

も、附属病院化前に比べ約 6割増加しております。

ただ、これは経緯がありまして、北部では、それまで舞鶴共済病

院に派遣を行っていた他の大学が医師を引き上げるという事態を受

けて、北部の市町村長が集まり、心臓血管については、舞鶴共済病

院を北部の拠点にするということを合意して、その上で京都府に、

なんとか拠点にするから、府立医大から医師を送ってくれという要

望が来たところであります。

それを受けて、私共は府立医科大学に医師の派遣をお願いをして

きた、ということがございます。

その点ではやはり、地元の皆さんの意向も重視して、どうしても

資源には限りがありますので、その点を踏まえた形で対応していた

だけねばならないと思っておりますけども、北部医療センターにお

きましても、心電図等電送システムの実証試験ですとか、さらに

は、 IVRカ テーテルを用いた救命治療の実施など、舞鶴医療セン
ターや舞鶴共済病院と連携して救急医療体制の強化を図っておりま

すので、がん診療棟の率備をはじめとする、北部医療センターの機
■‐‐ _三 二
~~~~ ~_ 

―  ~LI ~‐ ~ ―_≡ 1  _
きた 、二考えてお うま丁〔

ついには、自宅や自室に開じこもり、他人とのつながりを断ち切っ

てしまう、いわゆる「ひきこもり」という現象が生まれてまいりま

した。

昨年 9月 、内閣府は「若者の生活に関する調査報告書」を発表し

ております。この調査は、全国の 15歳以上39才以下の方5000人を

サンプルとしてアンケー ト調査を実施し、全国での人数を推計した

ものであります。この調査結果によりますと、社会的に自立せず、

自宅を中心とした生活をおくり、友人など家族以外の他者と親密な

人間関係ができない、「ひきこもり」状態の方は全国で約54万 1千

人おられると推計されました。この人数を本府における15歳以上

39才以下の人口にあてはめてみますと、京都府内においては約 1万

1千人の方がひきこもり状態にあると推計されます。

京都府においては、昨年 11月 、京都府内のひきこもり支援団体等

を対象に府内のひきこもりの現状調査を実施され、約500人の方の

現状をまとめられております。その結果、ひきこもり状態の方は、

30歳から39歳の方が33.1%と 最も多く、次いで23歳～29歳の方が

26.2%、 19歳から22歳の方が13%と なっております。さらにひき

こもり始められた年代については、 19歳から22歳の方が22.5%と

最も多く、次に16歳から18歳の方が 174%、 13歳から15歳の方が

,こ 、L会 う京弐巧二なる「＼き直反ル≡二てず ,こ 、≡≡長妻言 _]量

で、就学、就労していない状況は、彼らのかけがえのない人生から

可能性そのものを遠ざけてしまい、個人的にも、社会的にも悲しい

損失的事態といわざるを得ない状況となって居ります。

また、京都府の調査によりますと、ひきこもり始めてから支援機

関に相談に来られるまでに 7年以上かかっている方が22.3%で、最
も多い割合を示して居ります。

そこで、早い段階で支援の手を差し伸べ、社会復帰していただく

ことが大変重要と考えますが、京都府におけるひきこもり支援に関

する課題と、よりいっそう今まで以上に実態を把握し、実効力ある

施策展開を施す為の今後の取り組みについて、どのように考えてお

られるのか、お聞かせ願います。

GcccacGccccqGcc⊂麗罫至III:知 ::I葺肇II:;‐ )

5。ひきこもり対策について

DDDDDDDDDDDD
次に、ひきこもり支援について、御質問いたします。

我が国の人口が減少局面に入ってから10年あまりが経過し、少子

化や核家族化の進行に伴う、種々の課題が指摘されてきておりま

す。このようなライフスタイルの変化等により、子どもが家族や友

人などといっしょに過ごす時間が短くなる中で、良好な人間関係が

築けず、孤独感を持つ一方で、限られた仲間集団を超えた幅広い交

流を持ち、試行錯誤しながら「社会のルール」を身につける経験が

減少してきていていると言われております。また、携帯電話やス

マー トフォンが普及し、コミュニケーションの方法が多様化した反

面、実際に顔をあわせて会話する機会が減少し、自分の考えや気持

ちをうまく伝えたり、相手の気持ちや思いを感じ取ったりする能力

が低下するなど、コミュニケーション能力が矮小化してきているこ

となどが懸念されています。

このような中、学校生活や社会生活において、うまく人間関係を

作れず、成績や業績を他者と比較する中で自己肯定感を低下させ、

ひきこもり支援についてでありますけれども、この問題は本人や

家族にとって、本当に、将来を考えることができない、たいへんな

苦悩の中にあるというふうに思っておりますし、社会にとっても大

きな損失であるだけに、今年度予算でも重点的に取り組むべき課題

としました。

そのために、まずは、ひきこもり専門の相談窓日ですとか、チー

ム絆による訪問 。来所支援とか、職親事業による就労体験事業等を

実施して、だ'ヽた'、三T611/ttヽ 11000仕 、延べ7800件の支援を

調査ん'ら 薫計丁るこ 1万 1千ノ
iヽ

くら、ヽおられるといわれております

ので、まず、しっかりとこの実態を把握していく必要がある、とい

うことで、今回、家庭支援総合センター内に、脱ひきこもり支援セ

ンターを設置いたしますとともに、まずは民生・児童委員の協力を

得て、ひきこもりの実態を把握していこうと思います。ただ、業務

多忙によりまして、民生 。児童委員による対応が難しいとされる市

町村については、民間支援団体を通じての実態調査を実施していく

ということ、さらにあわせて学校訪間を強化して、児童生徒のひき

こもり状況を把握することにしております。その上で、新たに退職

教員等 5名の専門スタッフで構成する早期支援特別班をセンターに

設置して、早期にアプローチをし、その中において、特に、これは

関係団体のお話もいただいたことなんですけれども、いきなり就労

体験というのは難しいと。まず、スポーツや地域活動等、外に出て

いくような体験活動を通じて社会適応の訓練を行うべきである、と

いうお話がありましたので、この分野をしっかりと今回は支援をす

ると。そしてそこからさらに就労体験へつないでいくことによって

ミッシングリンクをなくす、まさに伴走支援の体制を今回整えて、

ひきこもり当事者に対しまして、支援が行き届くように、取り組ん

でまいりたいと考えているところであります。
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6。府民安心の再構築について 最後に、これは要望にとどめますが、交通安全の問題について数

点お願いを申し上げさせていただきます。

京都府内の交通事故件数は、既に報道もされておりますとおり、

交通事故死者数が統計開始以降最少となる60人になるなど、大きく

減少させたとのことでございます。

これは、 1つ 1つの問題に真摯に取 り組んでいただいた成果だと

認識しているところではありますが、一方で、先程も申し上げまし

たが、訪日外国人観光客の増加に伴って、外国人観光客が利用する

レンタル自転車のマナーについては、日本の交通ルールになじみが

ないためなのか、歩行者空間を全速力でベルを鳴らしながら疾走す

ることなどが、私の地元であります、東山地区においてよく指摘さ

れております。

また、行楽期の観光施設周辺のバス駐車場問題や交通渋滞につい

ても、早期の改善が喫緊の課題となっております。

今後とも、これら諸課題に対しまして、道路管理者や事業者等の

関係機関と緊密な連携のもと、よリー層の取組みを要望するもので

あります3

以上で私の質問を終わります。

ご清聴、誠にありがとうございました。
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平成28年 9月 定例会における一般質問
C文化の振興こ北部地域における医療提供体制の充実0商店街の
活性化C農業支援と人材育成について等を問う。 (H28921)
五輪に向けて訪日外国人が増加している京都府も文化政策振興を計画的に強化すべき。

京都が誇る文化を世界に知らしめる絶好の機会を文化財施設の夜間解放等を活用し京都府の文化プ

ログラムを具体的に立ち上げるべき。

北部医療センターで救急医療を充実させて重症疾患の手術に緊急対応出来る体制を整えている事が

大学病院としての役割で在り若手医師を北部に集めて地域医療の担い手としての人材育成を果たし

ていくべき。

そのことが北部地域の住民にも高度医療の提供を推進していく上での基本で在ると考える。等々を

問う。
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昨年 3月 に条例改正しました『風俗営業等の規制及び業務の適正

化等に関する法律施行条例』について質問を致します。

この条例改正の大きなポイントとして、深夜営業の規制が緩和さ

れた『特定遊興飲食店営業』が在りました。これにより、朝までい

わゆるクラブなどの営業ができることになったわけで在りますけれ

ども。

本府においては、特定遊興飲食店営業の営業所設置許容地域は

『木屋町地域』と『祇園地域』が指定されることとなりました。

ダンス文化振興やグローバリズムは理解するも。それらに対して

これらの地域は花街をはじめ国内外から多くの観光客が訪れる風情

ある街並みが残る地域であり、この規制緩和により京都ならではの

文化や風情との調和が今後損なわれていく懸念が少なからず地域住

民には依然として在ります。

願わくば京都らしさを守りつつ、地域の安心安全を保ち、厳正さ

の中での運用を続けて頂きたいと思います。

そこで警察本部長に御伺い致します。

条例改正後、同地区において朝まで営業できるクラブ等の設置状況

は、木屋町地区において何件、祇園地区において何件の出店である

のでしょう■`
=

条瓢改正から 1三を達えようとして l｀ るた螂 興飲食書営業に

関して聞勧 =起こらないようにどのような取り組みを進めて来られ

たのでしようか3

この条例改正には地区ごとに『風俗環境保全協議会』を設置する

ことになっているが、私の思いとして京都市内には昔から F元学

区』という地域割りが在り、それぞれ自治連合会を中心に地域課題

に即した各種団体が構成されていて学区の意思形成や疎通が図られ

てきて居り、そういった学区単位で風俗環境保全についても向き合

える形がベターで在ると思うわけであります。

祇園地区 1つをとっても、複数の元学区が所在することになりま

すが地元住民の声がきちんと聞き届けられる体制となっているもの

なのでしようか。

その他、近年における祇園 。木屋町地区の安心・安全を守る為の

京都府警察の取り組みについて違法カジノや性風俗営業 (案内所は

既に一掃いたしました)の取り締まり状況等についても伺いたく存

じます。

更にここ数年においての著しい訪日外国人観光客の入洛数の増加

の中で一部マナーの行き届いてない観光客による治安に関わる問題

も増えているといわれます。

いわゆる民泊客問題に関し。民泊利用者が廃棄物を近隣居住者宅

_に捨てたり、立地する伝統的美観地域を汚し更には河川に投棄を行

うなど、行き過ぎた迷惑行為さえ在るといわれておりますc

先ずは民泊への許認可を与える市の行政指導からが碩序なので

しょうし、利用者のマナーについては、事業者からも指導を行うべ

きものでもありますから、行政の指導に従わない悪質な事業者に対

しては、現みを効かせて取り締まる姿勢をかまえていただいて抑止

につなげる工夫も講じていただきたいと思いますが如何でしようか。



質問 あらまき

す

〉平成28年 9月定例会における一般質問
1。文化の振興について

りません。そうした点から考えると、土曜開館は歓迎すべきもので

はありますが、訪日外国人増加対策としては視点がおかしいような

感じが私はいたします。全施設が毎日午後 8時までの開館は難しい

と思っております。京都には数多くの施設がありますから、それら

施設が輪番のような形でどこかが毎日夜間開館しているようになれ

ば、新たな京都の夜の観光地になるのではないかと思いますが、い

かがでしょうか。御所見をお聞かせください。

よく言われておりますが、日本の文化施設ではその歴史等を解説

する案内がなく、ただ単に施設の名称のみが外国語、ほとんどが英

語のみで書かれているだけのため、文化施設が観光コンテンツとし

て有効に活用されていません。より深く京都を理解してもらうため

にも、これらの案内を整備すべきと考えます。特に入場料を取って

いない施設等では財政負担もあり、なかなか整備できないため、京

都府の支援も欠かせないと考えますが、府としてどのように取り組

むべきとお考えか、お聞かせください。

最後に、文化プログラムの進捗状況はどのようになっているの

か、京都府の特徴的な取り組みとしてどのようなことをお考えか、

重ねて伺っておきたいと思います。

DDDDDDDDDDDD
自由民主党府議会議員団の荒巻隆三でございます。

通告に従いまして、数点にわたり質問いたしたいと存じ上げま

まず初めに、文化の振興についてお伺いいたします。

日本史上最大の41個のメダルを獲得したリオオリンピックが開

会し、ひと月余 りがたちました。次はいよいよ2020年東京オリン

ピックで、リオを上回るメダル獲得に大いに期待が膨らむところで

あります。

オリンピックは、スポーツの祭典でありますとともに、文化の祭

典でもあります。オリンピック憲章はスポーツと文化と教育の融合

をうたっており、オリンピック組織委員会は複数の文化イベントか

らなる文化プログラムを計画しなければならないと規定しておりま

す。

歴史をひもときますと、1912年ストックホルム大会から1948年

二三、種≡三vで長「、三社、ス■~ノ そモチーフ三レた≡
「

′三呈_Lニ

ンペが行われ、メダルも授与されたそうであります。 1936年ベル

リン大会では、日本人 2名 が絵画種目で銅メダルを獲得 していま

す。その後、芸術は競技から外れ、かわりに芸術展示が行われるよ

うになり、 1992年バルセロナ大会以降、多彩な行事が行われる文

化プログラムヘと変遷し、特に2012年ロンドン大会では、かつて

ない大規模な文化プログラムが実施されたところであります。

文化庁は、平成26年 3月 、文部科学相の試案である文化芸術立

国中期プランを発表し、東京五輪 。パラリンピックが開催される

2020年までの間を文化政策振興のための計画的強化期間と位置づ

け、リオオリンピック終了後から文化プログラムを進めていくとさ

れておりますが、いまだ具体的な取り組みが見えてきていないよう

に私は感じております。

また、国では平成27年 11月 に「2020年東京オリンピック競技大

会 。東京パラリンピック競技大会の準備及び運営に関する施策の推

進を図るための基本方針」を閣議決定し、平成28年 3月 には内閣

官房東京オリンピック競技大会 。東京パラリンピック競技大会推進

本部等が「2020年以降を見据えた文化プログラムの推進につい

て」 を発表 し、 レガ シー創 出に資 す る文化 プログラムを

「beyond2020(ビ ヨンドニーゼロニーゼロ)プログラム」として
認定し、日本全国に展開するとしていますが、具体的な内容が示さ

れるにはまだ至っておりませんc

ら磯ゴてうるこ私 .ま思って、ヽます=取 り組みらおくれ 1こ憲怠そ行つ

ところでありますが、訪日外国人の数が急激に拡大していることか

ら、国の動きを待つだけでなく、文化の中心である京都として積極

的な取り組みを進めていくことが必要ではないかと考えるところで

あります。

そこで数点お聞きいたします。

国の動きを待つのではなく、地域版文化プログラムの特徴的な取

り組みとして、他地域に先駆け、京都府ではオール京都体制で「京

都文化カプロジェクト2016-2020」 を実施することとしており、

この 5月 に実行委員会を立ち上げたところですが、その進捗状況は

どのようになっているのか、お聞かせください。

9月 3日 の京都新聞に、京都、東京、大阪、奈良にある国立美術

館・博物館 8館が訪日客増加への対策の一環として土曜の開館時間

を午後 8時まで延長するとの報道がありました。現在でも金曜日は

午後 8時まで延長しており、週末の 2日間、夜間開館となります。

国立の施設だけでなく、京都には文化博物館や市立美術館、そのほ

かにも多くの民間美術館などが多数あります。これらの施設も文化

首都を目指すのであれば夜間開館をふやすべきと考えますが、どの

ようにお考えか。

また、訪日外国人客は何も週末だけ日本や京都に来るわけではあ

パ 月 石 月 冽 冽 パ 川 落 沼 パ パ ´ 冽 だ だ
答弁 知 事

三書議員 _う二三責,ここ≡え、■ _三 f:

文化振興についてでありますけれども、この壇上でも何度も申し

ていますように、第 1回 目の東京オリンピックと第 2回の東京オリ

ンピックは全く違うオリンピックになると。第 1回 の東京オリン

ピックは、東京の戦後復興をアピールするためのオリンピック。そ

のときに、東京と申しますか、日本を訪れた外国人の方は35万人。

今度の2020年の大会は4,000万 人ですから、まさに日本全体のよ

き、個性をアピールしていく、特に文化をアピールしていく、そう

いう大きな大会になるのではないかなというふうに思っておりま

す。そして、そのためには、日本文化のふるさと。京都、ここが単

なる文化紹介だけではなくて、次の世代が誇りに思える新たな文化

創造の潮流をつくり出していくことが必要だというふうに私は思っ

ております。

このため、2020年に向けてオール京都で「京都文化カプロジェ

クト2016-2020」 を開催することとし、本年 5月 に京大の山極総長

を同プログラムの総合監修者とする実行委員会を設置いたしまし

た。現在、今後 4年間の事業プランである実施計画の 10月 中の策定

に向けて取り組んでおりまして、このプロジェクトでは、まずこの

10月 に国との共催により2020年東京大会のキックオフイベントで

ありますスポーツ 。文化 。ワール ド・フォーラムが行われますけれ

ども、この京都プログラムのオープニングとして 10月 19日 にロー

ムンアタ~京までt′ヒ会
=全
・■会′= 亨ぎ」t化電打館などで分科会

1¥F~: 1 ■_ _ _~~~■  ≡~「  ‐―  ―
~~[==~I≡

■三「
~1~ 
」

参][者■ノ
=rこ
ここうりま―で、てひ二L天秀ら者様に参]口を望

みたいと思っております。

そして、そのキックオフから来年度にかけましては、 3年間、能

や狂言、演劇、音楽などの舞台芸術、絵画や染織、陶芸などの美

術・工芸、和食やお茶、生け花などの暮らしの文化といった、毎年

度中心となるテーマを設定したメーン事業を展開していく。そし

て、2020年の大会開催の年には映像などのコンテンツも含めた総

合的な祭典を開催して、多くの人々を京都にお迎えしたいというふ

うに考えているところであります。

また、府内各地域で展開するアーティス ト・イン・レジデンス芸

術祭や「お茶の京都博」、東アジア文化都市2017、 世界博物館大

会、こうしたものにつきましても、共通マークや名称を冠して相乗

効果を発揮していきたいというふうに思っております。

さらに、東京オリンピック・パラリンピック組織委員会の「東京

2020参画プログラム」や国の「beyond2020プ ログラム」の認証も

求めて、その上で、関西広域連合におきましても、現在、はなやか

関西 。文化戦略会議でこれから東京オリンピック・パラリンピック

に向けて関西全体でどういう取り組みを行うかも議論しております

ので、こういう連携も含めて発展をしていきたい。例えば来年は大

阪で食博覧会 (食博)も ありますけれども、こうしたものとも統一

-8-



テーマでやっていくことによって、関西全体で、また京都全体で盛

り上げを図っていきたいというふうに思っております。

こうして、文化首都・京都として日本文化全体をリー ドする気概

で日本の魅力を発信していきたいと思っております。そのために

も、来年度文化庁が先行移転として設置を予定しております地域文

化創生本部、ここに京都府も参加させていただいて、国と文化庁、

京都市、また経済界も一体となって、観光や伝統産業、映像、アニ

メなどのコンテンツ、和食などの生活文化に至るまでの新たな価値

創造をしていくことになっておりますので、こうした新文化庁も巻

き込んで、東京オリンピック・パラリンピックに向けての文化首

都・京都を確立させていきたいというふうに思っているところであ

ります。

その他の御質百 1二つきまして ,ま、電係理事者「
こ`さ三百せて、た

だきます :

で医師を 1名増員し、 2名体制に体制を構築なされたとお伺いいた

しましたが、その後の体制の充実はどのように進捗なされておられ

るのか、お伺いします。

心臓血管外科に特化して、北部医療センターの心臓外科の実態を

お教えいただきたく、お願い申し上げます。現在に当たって、心臓

外科の診療体制は十分整ってきておりますでしょうか。そして、心

疾患の増加傾向をお教えください。

北部医療センターでは、救急医療を充実させて若手医師を北部に

集める戦略をとられていると伺いましたが、例えば心臓の病院で、

心筋梗塞などで心臓カテーテル検査をする際に時に心臓の手術が必

要になることもあるので、心臓外科の常勤医師が控えて緊急対応で

きる体告
=を
整えていることが大学病院であり、それが地域住民へ高

貢三療を提三てきる≡まであるこ■ |ま考えます f́f=l=「 患で
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から府立施設の夜間利用や開館時間延長を進めてきたところであ

り、京都サイ叩 物館でけ営設Fけ行日、企画
「
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開館を実施されているところであります 3

夜間開館の拡大に向けましては、利用者ニーズや費用対効果、ま

た展覧会の主催団体との調整等の課題はありますが、まずはこれま

で 4館相互の割引制度の実施や合同フォーラムの開催等で連携して

きました京都国立近代美術館、京都国立博物館、京都市美術館、京

都文化博物館による「京都市内 4館連携協力協議会」の場などで、

輪番等の夜間開館のさらなる拡大に向け、協議を進めていきたいと

考えており、その上で民間施設も一層広げていけないか、検討して

まいりたいと考えております。

次に、文化施設の多言語による案内表示や展示解説につきまして

は、府立の京都文化博物館、堂本印象美術館、植物園ではサイン表
´ 三≡三
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こ国語、韓国語などの対応を実施されているほか、民間施設でも展示

案内などで一部対応されているところでございます。文化庁におき

ましても、美術館・博物館による観光振興や国際発信の観点から、

美術館・歴史博物館での外国語表示の充実を支援する「地域の核と

てお 3́71ま すで _メ
=■
:玉 ■.F~:て ■喜妾 L二´

=、
三
=三

病の多い北部地域の今後の医療ニーズを踏まえると、北部医療セン

=―
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も活用しながら、嘔くズ ``■議 _~:亘 :■ ■ 言_[竃 三

でいきたいと考えております _

2。北部地域における医療提供体制について

(I董間あらまき隆三二:三 :
次に、北部地域における医療提供電吾 _=竃冥 こつ .て お曇′l.|た

します。京都府北部医療について前回も質両ざてて、`たたきました

が、今回はもう少し具体的な点についてお伺いしたく思いますc

北部医療センターが、京都府立医科大学の附属病院化以来、京都

府立医科大学の各診療科の教授を先頭に、各先生方の御努力によっ

て附属病院化以前に比べて医師の供給が大幅に増加してきたことは

再三理事者から聞かせていただき、大変ありがたく思い、関係各位

の御努力に対し、敬意を表したいと思います。

前回も少し触れさせていただきましたが、心臓血管外科について

お聞かせいただきたいと思います。

やはりいかに診療体制をよりよきものに仕上げていくかが大切で

あるということを思うわけでありますが、前回の質問の御答弁の中

蚕 = 又`ニス言―ノ詈E長

府北部地域にお :ナる医療提供体制についてでありますが、丹後・

中丹地域医療再生計画 :こ基づき、平成21年度から約50億円の地域

医療再生基金を活用し、各公的病院が持つ特徴的な機能を充実の

上、連携を強化して、北部地域全体で有機的に機能する体制を整備

したところであります。その中で心臓血管外科等の循環器系では、

舞鶴共済病院に循環器センターとしての機能の充実強化のための最

新の施設 。設備を整備したほか、医師確保対策や ドクターヘリとあ

わせて救急医療の充実も図ってきたところであります。

その上で、北部医療センターでは、平成25年度から府立医科大学

の附属病院として、総合診療科の新設など診療科の充実や医師の増

員、救急ワークステーションの本稼働、心臓運動負荷モニタリング

システムなどの最新医療機器の導入、地域がん診療病院の指定な

ど、北部地域の中核病院としての安心医療拠点機能の充実、さらに

は医師派遣機能の強化、北部の地域医療にかかわる人材の育成など

に取り組んできたところであります。
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そうした中で、心臓血管外科につきましては、附属病院化を機

に、医師を 1名増員して 2名体制にし、その結果、救急診療での心

臓疾患の患者数は平成27年度では年間1,971件 と、附属病院化前に

比べて、約 6割増加しているところであります。

心臓血管外科の外科的治療につきましては、複数の心臓血管外科

医や専門の看護師等のスタッフの確保、手術室や人工心肺装置等の

新たな医療機器整備等が必要であるところであります。

そのため、地域の限られた医療資源を有効活用し、各公的病院が

持つ特徴的な機能を生かして重点的に強化を図り、地域全体の医療

機能を充実をさせていくとの観点から、北部医療センターの外科で

は、手術患者の術後フォローや外科手術の要否判断などを行い、外

科的治療が必要な場合には現在も府立医科大学から心臓血管外科の

常勤医師を 3名派遣している舞鶴共済病院との連携により万全な診

療対応を行っており、当面は地域の各医療機関との連携をさらに進

めることで対応してまいりたいと考えております。

救急診療や手術等の診療状況につきましては、附属病院化以降の

約 3年間で、救急の受け入れ件数では約 11%、 新規入院患者数で

約 13%、 外来患者数で約 15%、 手術件数につきましても約 13%増

加するなど、北部地域の安心医療拠点として大きな成果を上げてい

るとここ
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進み、がんを初めとする三大疾病への対応も必要であることから、

同センターが本年 3月 に各分野の有識者による北京都安心医療拠点

整備検討会を開催し、その中で、今後の方向性としまして、北京都

安心医療拠点を目指すため、北部の各医療機関との役割分担の明確

化や高度専門医療、救急、地域連携のさらなる充実、医師確保、人

材育成、災害時の医療対応や救助などの充実強化のほか、「施設面

では老朽化が著しい現施設の整備が必要であり、防災面では、現在

地は津波に対する影響はほとんどないが、現在地における一定の地

震や液状化対策が必要。優先順位をつけての整備が必要であり、特

にがん診療棟や教育研究施設を優先して整備を進めていくべき」な

どの意見をいただいたところであります。

こうした御意見も踏まえながら、今後とも北部地域の医療拠点と

して、各地域の医療機関との一層の連携のもと、大学附属病院にふ

さわしい質の高い医療を安定的に提供できるよう取り組んでまいり

たいと考えております。

3。商店街の活性化について

のにぎわいが取り戻されつつあると感じており、こうした府の取り

組みを府内の商店街に波及していくことに大いに期待をしておりま

す。

そこで御質問いたします。

商店街振興策のモデルとも言える古川町商店街の取り組みの成果

と今後の展開について、お伺いいたします。

商店街は、単に物を売り買いする場ではなく、地域コミュニティ

の核としてこれまでから、にぎわいの創出や地域文化の継承、安

心・安全なまちづくりなどに貢献してきました。高齢化、また人口

減少や単身・少人数世帯の増加が進む今の時代だからこそ、子ども

から高齢者まで全ての方々が心豊かで安心 。安全に暮らせる地域づ

くりのためにも商店街の存在はますます重要になっていると考えて

おります。

しかしながら、商店街の多くは、人口減少に伴う消費そのものの

減少や大型店の進出、郊外型店舗の増加、ネット販売や宅配などの

業態の多様化が進展する中で、後継者不足や店主の高齢化、空き店

舗増加など、厳しい状況下に置かれています。また、新たな事業に

取り組みたくても自力で取り組むことが困難な商店街は府内に多数

存在しております。
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の商店街等に対する支援を強化するため、百民-1本で商店街言」主セ

ンターを開設されました。センターでは、商店街カルテを活用した

オーダーメイド型支援を進めるとともに、重点支援をする 5つの商

店街を新たに創生商店街として選定されたところであります。

そこで、この創生商店街での取り組み状況について、具体的にど

のように戦略とビジョンを持って展開されようとしているのかをお

聞かせいただきたいと思います。

個G(:獲璽:至II:正≡亘ヨ麗萎嚢亜憂墓蔓三||)
占川町商店街についてでありますが、創生の取り組みを開始する

以前は、多くの商店街と同様、商店主の高齢化や後継者不足などに

より空き店舗が増加し、厳しい状況が続く中で、自力で活性化の取

り組みを行うことは困難な状況にあったところであります。

しかしながら、占‖1町商店街は、一大観光地であります祇園と岡

崎の中間に位置し、ア、の流れを言秀導することで十分に再生を図れる

との考え方から、平成26年度に民間事業者の力を導入し、商店街内

に活性化拠点「古川趣蔵」を設置いたしますとともに、さまざまな

にぎわいづくりの取り組みを進めてきたところであります。

その結果、民間ノウハウを生かして、また大学とも連携をしまし

て、大型集客イベントを週末に定期的に開催c平成26年に実施しま

したイベントで |ま 15481● )共支
=!|｀
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質問 あらまき

次に、商店街の活性化についてお伺いいたします。

府内には約300の商店街がありますが、それぞれの商店街の状況

|ま きま
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街は、京都を 1ヽ表する読元二正。祇≦十八坂〒Lつ参這二_で多 くら

市民や観光客でにぎわっています。平成25年度は「日本の美意識

に出会えるまち 祇園」をテーマに、府からの支援も受け、八坂神
社の境内東側の大神宮社前から湧き出る神賑水 (しんしんすい)を

使い、祇園の舞妓さんや芸妓さんにも参加していただきまして、祇

園大茶会を初め、雅楽の音色とともに商店街を練り歩き、神賑水を

お茶席へ運ぶ神賑水列の巡行など、商店街を訪れた方に祇園の奥深

い魅力を感じていただく取り組みを進めているところであります。

このように継続的ににぎわいを保ち続ける商店街がある一方、か

つては「東の錦」と呼ばれ、多くの買い物客でにぎわっていた古川

町商店街は、大型スーパーの進出などによる買い物客の流出や、店

主の高齢化や担い手不足などによリシャッター店舗が目立つように

なり、活気が失われつつありました。

こうした中で、京都府では、平成24年度から職員も商店街組合

の理事会に参加し、商店街の役員や地域住民と一緒に知恵を出しな

がら再生に取 り組まれ、平成26年度からは地域開発や商業施設運

営等にノウハウを有する民間事業者の力を導入し、思い切った商店

街の再生を進めてこられたわけでございます。平成28年 3月 に実

施された春祭りには約8,000人を超えるお客様が商店街を訪れたと

聞いており、定期的に開催されるイベント等を通じて古川町商店街

三二ろてらします=ま た、
/「 シヽ F:≡ら多票ら禾吾なこの成功1本版

が商店主の意識変革につながり、人通りの多い夜間あるいは日曜・

祝日に営業する店舗が拡大するなどの成果が得られたところであり

ます。

今後さらに活性化を図るためには商店街を核とするエリアー帯の

にぎわいづくりを進めることが不可欠であり、このため、まちづく

り会社の設立を検討するなど、地域のニーズを踏まえ、資源を活用

し、総合力を生かす取り組みを進めてまいりますG

次に、創生商店街の取り組みに関する戦略とビジョンについてで

ありますが、昨年度、府内300商店街を訪間し、商店街カルテを作

成し、商店街ごとの特色や課題を抽出いたしました。創生商店街の

選定に当たりましては、カルテに基づきまして、府内では地域の買

い物環境が厳しい市町村を、また京都市内では、観光地周辺に立地

するなど活性化の可能性はあるけれども、それを十分に生かせてい

ない商店街を優先的に選定し、早期に成功事例を創出し、各市区町

村に 1つ以上買い物環境を支える商店街を確保することとしている

ところであります。

現在、商店街の重点課題に関するノウハウを持つ民間事業者とと

もに伴走支援を行っており、まちづくり会社の設立など、持続可能

な推進体制を確立するとともに、継続的な空き店舗対策や外国人観

1
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光客の受け入れ体制整備など、多くの商店街に共通する課題に対応

した活性化モデルの創出を進めているところでございます。

とりわけ、昨年の商店街創生センターの開設以降、職員が各商店

街に頻繁に足を運び、深く入 り込み、キーマンとなる方々を発掘

し、商店街と一体となって活性化策を考え、その結果、次代を担う若

い世代が参加し始めるなど、新たな動きも生まれてまいりました。

今後ともこうした芽をさらにふやし、育てていくとともに、取り

組みの成果を他の商店街に普及させることによって多くの商店街が

元気になるよう、取り組んでまいりたいと考えております。

4。農業支援と人材育成について

|́に 、京
=弓

府の農業の特徴を捉えた農家支援 と人材育成について
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と、 10年前 と比べて約 1万 5,000人の減少 となってお ります。 ま

た、農業就業人口のうち60歳以 卜が占める割合は 8割以上であり、
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り農業への新規就農者数は着実に増加していると聞いていますが、

引き続きこうした人材を確保していくためには京都の農業が産業と

しても魅力ある姿を示すことが必要であると考えます。そして、大

事なことは、人材の確保にとどまらず、こうして新規参入をした農

家や地域で頑張る中小規模の農家等がもうかる農業経営を実現し、

地域に定着できるようにすることが大切であります。そのために

は、農業応援隊による丁寧な伴走支援に加え、自分の目指す農業者

像をしっかり持つこと等の経営感覚を備えることが重要でありま

す。京都府では、その観点から、本年 7月 26日に京都農人材育成セ

ンターを発足させたところでありますが、今後、農業者の経営スキ

ルの習得に向け、どのように取り組みを進めていくのかをお伺
いい

たしたいと思います。

以上で質問を終わらせていただきます。御清聴まことにありがと

うございましたこ

答弁 農林水産部長
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境は厳 しい状況にございます。一方で、新規就農者の増加や農業法

人の増加など、将来に向かって明るい動きも出てきているところで
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京都府においても、これまでから京力晨場づ くり事業などによ

り、法人化や 6次産業化などを支援し、地域晨業を葦引する力強い

経営体の育成を進められてきました。さらに、全国に先駆けて実行

してきた農産物のブランド化戦略により、全国的に京野菜の知名度

は向上し、規模は小さくても収益性の高い、京都の強みを生かした付

加価値の高い産地づくりにも取り組まれてきたところであります。

こうした取 り組みにより、農業法人数はこの 5年の間に1.6倍に

なり、平成27年度末時点で292法人まで増加し、農産物の販売額が

1億円を超える大規模な農業法人等も54経営体に増加するなど、中
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核的な担い手の育成も着実に進んできて

す。
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次に、京都農 k材杏成センターについてでありますが、先ほど申
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させ、早急に農業の体質を強化していくことt重要でうじま丁[京都

府の農業を持続的に発展させていくためには、北域震業を支える大

多数の中小規模の農家をどのように支援し、その人材を確保・育成

していくかということが重要な視点となってくると考えています。

こうした中、京都府では昨年 11月 に農業改良普及センター、 JA
営農指導員、商工会議所や商工会の経営支援員など多くの関係機

関 。団体で構成される「京の農業応援隊」が結成され、丁寧な伴走

支援で個々の農家の目標や経営状況に応じた幅広い取 り組みをサ

ポー トしていると聞いており、その活動に大きな期待を寄せている

ところでもあります。発足後まだ日も浅いわけでありますが、この

農業応援隊の取り組み状況についてお伺いをいたします。

また、近年では相談から研修、就農までの一貫した支援体制によ
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ター、高
=再
、 JA、 百二会議所、大学や金融機関等で受表する京

都農人材育成センターを先般設置したところでございます。

具体的な取り組みといたしましては、新規就農者に対しては就農

直後のフォローとして農業簿記や先輩農業者の成功事例の研究、農

業法人の経営者に対しましては経営規模拡大のための組織経営論や

財務分析など、それぞれの経営段階に応じた研修を行いますととも

に、研修受講後は受講記録を農業経営体カルテヘ反映するなど、農

業応援隊が伴走支援によリフォローすることといたしております。

現在、研修カリキュラムやテキストの作成中でございまして、 11

月から研修をスター トさせることとしておりまして、こうした京都

農人材育成センターと京の農業応援隊の支援をうまく連携させて、

すぐれた経営感覚を備えた農業者の育成に取り組んでまいります。
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